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弘前学院大学社会福祉学部研究紀要投稿規程

第 1条(目的と名称)

弘通ij'学院大学社会福祉学部は、本学部教員の学許可研究の奨励及びその成果発表のために、学術

2 

第2条

本紀嘆の発行は、各年度 1rii]とする。
第3条(紀要編集委員会)

という

本紀要の編集および発行のために、本学部内に紀要編集委員会(以ド、「編集委員会Jという。)

を置く。

2 縦集委員会は、
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第4条(投稿資格)

された5名の編集委員をはてi構成する。

3 
O 

本紀要への投稿資格を有する者は次の通りとするの

¥本学部専任教員(共著の場合には筆頭者であることを要する。)

。、本学部非常勤講師および本学他学部教員で編集委員会の最認を得た者

第5条(揖載曜日)

ノート(interimreseach report) 

第6条(掲載子統)

のと として次の

本紀要に掲載する研究業績は、別に定めるところに従って、本規程第4条に該当する者よりこ

れを公募する。

第7条

さ

し、審査を依頼する。 担し、

らせることができる。

2 学術審査の結果は、次の通りとする。

一、保用掲載を-IlJとする。

二、保 留 査読者の意見を付して著者に力[J除鯵正等合求める。この場合には、原稿の再提出を

') 

J 

うけて再度「芋術審査を行った上で、載の可否を決する。

三、不援用

1ても、

しなければならない。

4 編集委員会は、学術帯査の結果に基づいて、掲載の可否を決定する。

第8条(改正)

本焼梓:の改正は本学部教捜会の議を経なければならない。

2000年 4月1日 る。
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